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火山地質図の整備
  日本は太平洋を取り巻く火の環の一部
をなし、世界でも有数の火山国です。火
山は風光明美な景色や温泉や地熱・鉱
床という恵みを私たちに与えています
が、一方で近年の雲仙普賢岳や三宅島
の火山活動に見られるように、人々に大
きな被害を与えるものでもあります。
　産総研地質調査総合センターでは、
測地学審議会（現科学技術・学術審議会

測地学分科会）が重点的観測対象と指定
している火山を中心に現在13火山を選
定して、火山地質図整備を行っています。
火山地質図には、個々の火山の地質が、
それを構成する溶岩や火砕岩などの地
質要素の噴出順序が分かるように表現
されています。また、火山の活動史、歴史
時代における噴火の様子、火山活動の監
視体制や防災のための注意点、専門用語 の解説なども付記されています。
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既刊の火山地質図一覧　（左図中に場所を示してあります）

No.1 桜島火山地質図 (1981) 1: 25,000 ￥1,200
No.2 有珠火山地質図 (1981) 1: 25,000 ￥1,100
No.3 草津白根火山地質図 (1983) 1: 25,000 ￥1,500
No.4 阿蘇火山地質図 (1985) 1: 50,000 ￥1,100
No.5 北海道駒ヶ岳火山地質図 (1989) 1: 50,000 ￥1,700
No.6 浅間火山地質図 (1993) 1: 50,000 ￥1,700
No.7 青ヶ島火山及び伊豆諸島南方海底火山地質図 (1994)

　  1: 10,000 / 1:650,000 ￥2、500
No.8 雲仙火山地質図 (1995) 1: 25,000 ￥1,100
No.9 那須火山地質図 (1997) 1: 30,000 ￥2,100
No.10 伊豆大島火山地質図 (1998) 1: 25,000 ￥1,700
No.11 霧島火山地質図 (2001) 1: 50,000 ￥1,500

これらの火山地質図は、下記でお買い求めいただけます。
産総研地質標本館受付 (Tel: 0298-61-3750)
東京地学協会 (Tel: 03-3261-0809、 Fax: 03-3263-0257)
地学情報サービス (Tel: 0298-56-0561、 Fax: 0298-56-0568)
関西地図センター (Tel: 075-761-5141)
北海道鉱業振興協会 （Tel/Fax: 011-731-4534）

　観光地にある火山も多く、また縮尺は10,000分の１
～50,000分の１なので、これを手に火山の地質を見学
されてはいかがでしょうか。これまでに印刷出版されて
いる火山地質図は右記の通りです。多くの皆様のご利
用をお待ちしております。

 9 月号  No.8

 10月号  No.9

 11月号  No.10

 12月号  No.11

■メッセージ　　■トピックス　■特集　　　　■最新技術情報　　■テクノインフラ
■フロンティア　■パテント　　■産学官連携　■ネットワーク等




